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9. 研究実績の概要

実験１：高β-グルカン含有大麦を摂取することにより、大腸内代謝にどのように影響を及ぼすか検討した。4週齢のC57BL/6Jマウスを
1群8匹の2群に群分けした。飼料は、脂肪エネルギー比が50%の高脂肪食に高β-グルカン大麦を配合したものを調製した。各飼料は5週
間自由摂取させた。糞中細菌はDNAを抽出後、リアルタイムPCR法で分析した。大腸の炎症マーカーのmRNA発現量をリアルタイムPCR法
で分析した。その結果、大腸の抗炎症マーカーIL-10のmRNA発現量は、対照群と比べて、高β-グルカン含有大麦群で高い傾向にあった
。糞中のクロストリジウム・コッコイデスグループ菌数は、コントロール群と比較して、高β-グルカン含有大麦群において有意に低
い値を示した。ビフィドバクテリウム属の菌数は、高β-グルカン含有大麦群で有意に菌数が多かった。
実験２：高β-グルカン含有大麦を摂取することにより、短鎖脂肪酸産生にどのように影響を及ぼすか検討した。4週齢のC57BL/6Jマウ
スを1群8匹の2群に群分けした。飼料は、脂肪エネルギー比が50%の高脂肪食に、β-グルカンを含まない大麦(bgl)および高β-グルカ
ン大麦（BF）を配合したものを調製した。各飼料と水は8週間自由摂取させた。糞中短鎖脂肪酸は塩酸酸性下でエーテル抽出後、GC/MS
で分析した。その結果、糞便中の乳酸、プロピオン酸、コハク酸濃度がbgl群に比べて、BF群で有意に高かった。
以上の結果、高脂肪食摂食において、腸内細菌叢の変動、短鎖脂肪酸の産生量の変化、大腸内の炎症、各種臓器の炎症性変化、がクロ
ストークを介して連鎖的に起こり、結果としてメタボリックシンドローム関連指標の悪化を招くことが示された。さらに、高β-グル
カン大麦の摂取はこれら指標を腸内細菌叢の改善を介して抑制することが示された。
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